
まえがき＝ティーチングプレイバック方式のロボットを
動作させるには教示プログラムが必要であり，実機のロ
ボットを使用した教示作業によって作成することが一般
的である。しかし，実機を使用した教示作業は生産ライ
ンを使用する必要があり，この間のライン停止による生
産性の低下を招くため，実機を使用しない教示方法が望
まれている。この解決手段として，コンピュータを使用
したオフライン教示システムがよく使われている。
　当社では溶接ロボット用のオフライン教示システムと
してK-OTS（KOBELCO Off-line Teaching System）を実
用化しており，本誌既刊号1）










